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       平成 23年 ８月 自衛隊中央病院内科医長（循環器内科） 

       平成 28年 ３月 防衛省共済組合本部診療所所長 

平成 29年 ３月 自衛隊中央病院循環器内科 

平成 29 年 10月 東海大学医学部循環器内科特任准教授 

                      

研 究 歴  平成２年  ～ ４年  九州大学医学部循環器内科専修生 

                 心エコー図法一般、心臓弁膜症（小柳左門助教授） 
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学会活動等 

 

１ 関心分野 

循環器病学：心エコー図法、カテーテルによる冠動脈・末梢動脈治療 

 

２ 所属学会 

日本内科学会 

日本循環器病学会 

日本心臓病学会 

日本超音波医学会 

日本心エコー図学会 

日本心血管インターベンション治療学会 

日本不整脈心電図学会 

日本心不全学会 

日本環境感染症学会 

米国心エコー図学会 

 

３ 資格 

  内科指導医、総合内科専門医 

  循環器専門医 

  超音波専門医、指導医 

  脈管専門医 

  心臓病学会上級臨床医（FJCC） 

    SHD 心エコー図認証医 

  Infection Control Doctor 

  ICLSインストラクター 

 

４ 座長等 

(1) 2016年第 64 回日本心臓病学会学術集会；ポスター/心電図/座長 

(2) 2016年第 80 回日本循環器学会学術集会；Poster/Echo/Doppler 2/Chairperson 

(3) 2015年第７回呼吸機能イメージング研究会学術集会；肺血栓塞栓症・病態解析/座長 

(4) 2012年第 60 回日本心臓病学会学術集会；口述/ＣＴ・冠動脈プラーク/座長 
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